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   Eviprostat, which consists of several vegetable agents, was administered to 18 patients 
with hypertrophy of the prostate. 
   It gave excellent results  ;n relieving such subjective symptoms as dysuria and fre-
quency in 15 patients and in reducing the amount of residual urine in 9 patients. 






















成 分 と した 製 剤 で,一 錠 中 の組 成 は 次 の通 りであ る.
小 麦 胚 芽 油15mg
オ オ ウ メ ガ ソ ウエ キ ス(Chimaphilaumbellta)
0,5mg
ハ コヤ ナギ エ キ ス(Populustremula)
0.5mg
セ イ ヨウ オキ ナ グサ エ キ ス(Pulsatilla
pratensisMi11)0.5mg
ス ギ ナ末(Equisetum)1.5mg
コ ロイ ド珪 酸15.85mg
コー ル 酸 ナ トリウ ム0.5mg
塩 化 マ ンガ ソ0.25mg
本 剤 は 薬理 作 用 とし て利 尿 作 用,殺 菌 作 用,消 炎 作
用等 を有 す る と同 時 に前 立 腺 肥 大 局所 を縮 小 させ る と
云わ れ る.
使 用 成 績
1対 象 症 例
京 大 泌尿 器 科 外 来 に 受 診 した前 立 腺 肥 大 症患 者18例
に 使 用 した.
2投 与 方 法 及 び 用 量
Eviprostat1日6錠を3回 に分 け 食後 に 内服 せ し

































































































































































数5,コ パル ト反応5,カ ドミニウム反応7.チ モー

































































































































































週間後前後 から頻尿,排 尿困難共に 軽快す8月26























































































































































































































囲の痒疹等 がみ られ る難 点が ある.
Eviprostatは西独Evers社で開発 された植
物 エキスを主成分 とした製 剤で あ り,す でに ド
イツにおいては前立腺肥大 症に対 す る非ホル モ
ン性 の保存的療法剤 として有効 であ ることが認
め られ ている とい う.す なわち,Seliger(1953)
は本剤を用い て15例の前立腺肥大症 の患者 を治
療 し,14例 に 有効 で あった ことを 報告 してい
る.有 効 例では 自覚的に排尿が楽 にな り残尿 も
減少 し局所所 見で も炎症症状が消槌 し,著 効例
では始 め リン ゴ大 を呈 していた前立腺が 明らか
に小 さくなった とい う.ま た,Braun-Mutillet
(1962)は本 剤を用い て43例の 前立腺肥大症 の
患者 を治療 し,30例(約70%)に 排 尿障害,排
尿時 の圧迫,無 力性排尿,会 陰 部の重圧感が消
失 し,一 部 では前立腺 が縮 小 し,膀 胱炎や尿道
炎を合併 している症例 では これ らの症状 も改善
された と報告 している.
われわれ の前立腺肥大症 に対 す るEviprostat
の使用成績 を総括 してみる と,排 尿 困難(遷 延
性排尿,薯 延性排尿,尿 線 の無 力化,尿 線 の細
小化,排 尿時に怒責 を要す る こ,と等)お よび頻
稲田他;前 立腺肥大症に対するEviprostatの使用経験
尿 の自覚的症状 の 軽快 した ものは15例で18例
中の80%強 を 占め,そ の 自覚的症状の 軽快 は
Eviprostat投与後 お よそ2～3週 間で 発現 し
てい る.残 尿 の著 明に減少 した ものは18例中9
例で50%を占め,そ の発現 はEviprostat投与
後2～8週 間 となってい る.わ れわれは 自覚的
症状 の軽快 と残尿 の著 明な減少がみ られ た もの
を有効 とし,自 覚 的症状 だけ軽快 し残尿 には著
明な変化 のなか った ものを稻 々有効 とした.こ
の判定基準でわれわれ のEviprostat使用成績
を要約す ると18例中有効9例(50%),稽 々有
効6例(33%),無 効3例(17%)と い う 結果
になる.こ の中,症 例2,4,7,9,16の5
例はEviprostat投与 と同時 に対症的 に持 続排
尿法 を併 用 してい る.前 立腺腫瘤 の大 きさは直
腸内触診では18例全例共,尿 道膀胱撮影像 では
12例(他の6例 はEviprostat投与後 の尿道 膀
胱撮影を行 なっていないため比較 しえず)に お
いて,何 れ もEviprostat投与前 と投 与後 の所
見に殆 ん ど認 むべ き変化 を見出 しえ.なか った,
Eviprostatの副作用 としては 全例に それ ら
しき反応 を全 く認 めなかった.ま た症例2,7,
8,9,10,12,16,17,および18の計9例 に お
いて,Eviprostat投与後 それ ぞれ 凡そ150日,
60日,75日,50臼,45日,60日,120日,120日お
よび75日後 に肝機能検査 と検血 を実 施 したが,
何れ も特記すべ き異常所見 を認 めなかった.
以上のわれ われ の使 用成績か らみ ると,Evi-
prostatは前立腺肥大症 に対 し特 に その 自覚的
症状改善に可成 り優れた効果 を有 してお り,比
較的長期間連用 しても副作用が ない しか も内
服剤で あるので投与上非常 に簡便で ある.し た
がって本剤は前 立腺肥大症 の保存的療法剤 とし
て一応使用 してみて価値あ るもの と考 え る.
最後にEviprostatの前立腺肥大症に対す る
作用機転 について考案 してみ る と,わ れわれ の
経験では有効例 において も前立腺腫瘤 の大 きさ
自体は,直 腸 内触診 お よび尿 道膀胱撮影像に よ
る判断 ではEviprostatの投 与に よって も殆 ん
ど認むべ き変化 を示 していない所 か らみ て本剤
は腺腫 に直接或 は間接 的に働 い てそれを縮小 さ












が増悪 して結局根治的手術が必要 となる場合 も
あるので,保 存的療法の対象となる腺腫の比較





前 立腺肥大 症患者18例に 植物 エキス剤Evi-
prostatを投与 し次の結 果をえた.
19例(50%)は 頻尿,排 尿 困難 が改善す る
と共 に残尿量 も著 明に減少 し有 効 と判定 した.
2.6例(33%)は 頻尿,排 尿 困難 は改善 し
たが,残 尿量 は殆 ん ど不変 であ り稽 々有効 と判
定 した.
33例(17%)は 頻尿,排 尿 困難 な らびに
残尿量 も殆 ん ど改善せ ず無効 と判定 した.
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